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地域密着型金融の強化への取り組み

沖縄銀行の行動計画

｢ストロング・リレーション活動｣

◆  金融庁から公表された、二次にわたる「地域密着型金融の機能
強化の推進に関するアクションプログラム」に基づき、平成15
年４月以降、地域密着型金融を推進してまいりま  した。

◆  それらの取り組み実績が着実に進捗してきた経緯もふまえ、今
後は、不良債権問題などへの緊急時対応として始まったアクショ
ンプログラムという時限的な枠組みではなく、各金融機関の経
営計画などへ取り込んだ恒久的な枠組みで、地域密着型金融を
推進すべきであるとの考え方が金融監督当局より示されました。

◆  当行の新しい地域密着型金融（リレーションシップバンキング）
推進計画は、当行経営理念である「地域密着・地域貢献」を基本
姿勢とし、平成21年４月よりスタートさせている中期経営計
画の一環として策定しております。

◆  お客さまと当行の、地域経済に根ざした長く強い信頼関係の
構築により、お客さまと当行の相互の利益向上を目指した行
動計画、ストロング・リレーション（SR）活動として展開して
まいります。

【STRONG・RELATION】活動
～強い信頼関係構築・強い絆構築・たくましい営業活動展開～

反復継続訪問の実施により訪問頻度を高め、個社別のリレーション強化を図ります

強い信頼関係構築とあわせたビジネス機会の創出

＜地域密着型金融とは…＞ 顧客との間で親密な関係を長く維持することにより顧客に関する情報を蓄積し、この情報を基に
貸出等の金融サービスの提供を行うことで展開するビジネスモデル

【沖縄銀行の利益】
1.お客さまのニーズ（情報）キャッチ
2.ニーズへの提案（商品・サービスの採用）
3.個社別の取引シェアーアップ（取引拡大）
4.さらなるビジネスチャンスの拡大（新規紹介）

【お客さまの利益】
1.タイムリーでスピーディーな資金供給
2.いつでも与信相談できる態勢
3.企業経営への有用な情報提供
4.ニーズに即した提案型セールスによる企業の業績拡大

平成21年度の具体的な取り組み実績

ライフサイクルに応じた取引
先企業の支援の一層の強化

1. 経営改善支援（法人融資部と営業店の
連携による取り組み）

→債務者区分のランクアップ　14先
→債務者区分の劣化防止先　190先

2. TKCとの連携による中小企業施策の活
用（県信保活用による創業・新事業支援）

→創業者支援資金　2件・57百万円
→ TKC顧問事業者融資制度資金
12件・296百万円

1. 医療福祉業界への注力
→医療福祉支援チームの取扱実績　49件

2. 動産担保融資への取り組み
→ 九州・沖縄地区唯一となる300tク
レーン　購入資金へも対応
→ リサイクル工場の機械設備購入資金へ
の対応

1. アジアゲートウェイ構想への取り組み
→ 那覇空港新貨物ターミナル事業へのサ
ポート実施

2. 第4回全国高校生金融経済クイズ選手権
エコノミクス甲子園（地域社会への金融
知識の普及）

→ 平成21年12月20日に当行5階大ホー
ルにて沖縄県大会を開催

3. 地域力連携拠点事業への取り組み
→相談先数　150社
→相談件数　413回

当行の取り組み 当行の取り組み当行の取り組み

Ⅰ指　針 事業価値を見極める融資手法
をはじめ中小企業に適した資
金供給手法の徹底

Ⅱ指　針 地域の情報集積を活用した持
続可能な地域経済への貢献Ⅲ指　針

※ 企業のライフサイクルに応じた支援＝（創業・
新事業支援、経営改善支援、事業再生、事業
承継、等々…）

　この取り組みが県内の「地域密着型金融推進」における優れた特色ある取組事例として、平成22年2月4日に開催された「地域密着型金融
に関するシンポジウムinおきなわ」において、内閣府沖縄総合事務局から顕彰されました。
　これは、県内各金融機関の数ある地域密着型金融の取り組みの中から、特に優れた取組事例を金融当局が選出し、年１回顕彰するものです。




